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第２号

長野県議会

会派だより

■
長
野
市
に
は
障
害
者
専
用

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
サ
ン
ア
ッ

プ
ル
」
が
あ
る
が
中
南
信
地

域
の
障
害
者
に
は
遠
く
て
使

い
難
い
の
で
中
南
信
地
域
に

も
障
害
者
専
用
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
ほ
し
い
。

■
知
事
が
公
契
約
条
例
の
制

定
を
公
約
し
て
い
た
が
、
進

捗
状
況
は
？

■
６
月
定
例
県
議
会
で
改

革
・
新
風
は
所
属
県
議
に
よ

っ
て
原
子
力
発
電
へ
の
見
解

が
分
か
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ

の
後
の
対
応
は
？

■
一
票
の
格
差
是
正
に
よ
る

県
議
選
挙
区
の
見
直
し
作
業

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■
現
在
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

駅
の
場
所
を
ど
こ
に
す
る
の

か
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
当

市
に
と
っ
て
は
東
京
や
名
古

屋
へ
の
在
来
線
の
強
化
の
方

が
重
要
な
の
で
そ
の
点
に
つ

い
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
東
南

海
地
震
が
起
き
れ
ば
中
央
線

に
よ
る
貨
物
輸
送
が
滞
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
補
完
と
し
て
信
越
線
を
利

用
し
た
貨
物
輸
送
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
し
た

が
っ
て
、
今
か
ら
信

越
線
に
よ
る
貨
物
輸

送
を
可
能
に
し
て
ほ

し
い
。

■
こ
れ
か
ら
農
産
物

な
ど
食
品
の
放
射
能

検
査
に
多
く
の
線
量

計
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
県
で
線
量

計
を
十
分
に
備
え
て

も
ら
い
た
い
。

■
今
、
若
者
の
自
殺

者
が
急
増
し
て
い
て

今
年
全
国
で
自
殺
者

が
５
万
人
に
届
き
そ

う
な
勢
い
で
増
え
て

い
る
。
そ
の
対
策
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

■
以
前
か
ら
の
県
の
非
正
規

職
員
の
労
働
環
境
の
悪
さ
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
改
善

さ
れ
た
の
か
。
特
に
熟
練
が

必
要
な
手
話
通
訳
業
務
委
託

職
員
は
十
年
で
雇
い
止
め
さ

れ
、
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
業

務
の
劣
化
が
懸
念
さ
れ
る
が

そ
の
対
応
は
？

　
な
お
、
本
年
度
第
２
回
目

の
「
県
政
対
話
集
会
」
は
来

年
１
月
24
日
に
東
御
市
で
開

催
予
定
で
す
。

県
政
対
話
集
会
を
開
催

県
政
対
話
集
会
を
開
催

　９
月
12
日
塩
尻
市
に
お
い
て
、
改
革
・
新
風
が
主

催
す
る
今
年
度
初
の
県
政
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
市
交
流
セ
ン
タ
ー
「
え
ん
ぱ
ー

く
」
に
は
約
60
名
の
市
民
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

県
政
に
対
し
て
、
様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、

こ
の
日
、
出
さ
れ
た
要
望
の
中
か
ら
「
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
中
南
信
に
開
設
に
つ
い
て
」
と
「
県
の

手
話
通
訳
業
務
嘱
託
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
」

塩
尻
市
区
選
出
の
続
木
幹
夫
県
議
が
９
月
定
例
県
議

会
一
般
質
問
で
、
早
速
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
以
下
、

こ
の
日
、
出
さ
れ
た
主
な
意
見 

、
要
望
は
次
の
通
り
。

主 

な 

意 

見
・
要 

望

〇
震
災
へ
の
対
応

《
長
野
県
北
部・中
部
の
地
震

へ
の
対
応
》

■
栄
村
で
被
災
し
た
農
業
者

の
営
農
活
動
再
開
に
向
け
た

農
業
用
施
設
の
復
旧
等
。

■
長
野
県
中
部
の
地
震
で
被

災
し
た
社
会
福
祉
施
設
や
県

有
施
設
の
復
旧
等
。

《
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
》

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
基

金
に
対
す
る
長
野
県
負
担
分

を
拠
出
す
る
と
と
も
に
、
被

災
県
の
要
請
に
基
づ
き
県
内

市
町
村
が
行
っ
た
災
害
救
助

の
経
費
を
ま
と
め
て
求
償
し

て
市
町
村
に
交
付
。

〇
長
野
県
緊
急
経
済
活

性
化
対
策
の
実
施

《
風
評
被
害
の
払
拭
と
急
激

な
円
高
へ
の
対
応
》

■
放
射
能
の
監
視
・
検
査
体

制
の
強
化
や
長
野
県
産
農
畜

産
物
の
安
全
性
P
R
、
外
国

人
旅
行
者
の
誘
客
促
進
な
ど

原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害

対
策
。

■
製
造
業
の
海
外
流
出
防
止

等
の
た
め
、
も
の
づ
く
り
産

業
応
援
助
成
金
制
度
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
既
決
予
算
を
活

用
し
中
小
企
業
者
の
資
金
繰

り
を
応
援
。

《
顕
在
化
し
た
社
会
課
題・ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
》

■
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
や

砂
防
・
治
山
施
設
の
整
備
な

ど
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め

る
と
と
も
に
、
生
活
に
密
着

し
た
道
路
や
学
校
施
設
、
文

化
施
設
な
ど
の
維
持
修
繕
工

事
等
を
き
め
細
か
く
実
施
。

■
商
業
施
設
、
公
共
施
設
に

授
乳
室
や
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
な

ど
子
育
て
の
た
め
の
設
備
を

充
実
。

■
失
業
者
、
障
が
い
者
、
外

国
籍
県
民
な
ど
社
会
的
に
弱

い
立
場
の
方
々
へ
の
支
援
を

充
実
。

■
雇
用
創
出
基
金
を
活
用
し
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
々
の
雇
用
機
会
を
緊
急
に

確
保
。

《
将
来
の
経
済
成
長
へ
の
布
石
》

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

モ
デ
ル
の
構
築
、
企
業
の
販

路
拡
大
等
を
支
援
す
る
た
め

の
海
外
拠
点
の
設
置
、
県
内

観
光
地
へ
の
誘
客
促
進
、
新

た
な
総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
な
ど
、
将
来
の
経
済
成

長
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み
を
実
施
。

　安曇野市豊科の県立こども病院、同三郷の松本広域森
林組合と松本市笹賀の征矢野建材、塩尻市の井筒ワイン、
セイコーエプソンの視察を行いました。
　県立こども病院では、各科の医療スタッフや事務の皆
さんはもちろん、栄養科、臨床検査科、リハビリテーショ

ン科など、病
院中のさまざ
まな職種の小
児科領域の専
門家集団で一
人の患者の治
療にあたって
いる態勢がよ
く分りました。
　セイコーエ
プソンでは、
最先端の技術
開発について
懇切丁寧な説
明に耳を傾け
ました。

中信方面現地調査

84
億
7
0
0
0
万
円
余

　
　補
正
予
算
な
ど
を
可
決

84
億
7
0
0
0
万
円
余

　
　補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　『議会改革度』全国 1位の三重県議会を調査
し、議会定例会の招集回数や会期の見直し、広
報のあり方やその他運営方法をなど議会改革
について活発な意見交換がなされました。全
国 4 位の長野県議会も、先進地の事例を参考
に議会改革に積極的に取り組んでいきます。

　5 月に菅首相 ( 当時 ) から稼働停止を指示
された中部電力浜岡原子力発電所を視察しま
した。自然エネルギーへの転換という中長期
的な課題、3,000 人近い職員が働いている喫
緊の雇用など重要な問題提起がされました。

三重県議会・浜岡原子力発電所を視察

　九
月
定
例
県
議
会
は
、
9
月
21
日
に
開
会
し
、
10
月
7
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
へ
の
対
応
、
風
評
被
害
の
払
拭
と
急
激
な
円
高
へ
の
対

応
の
た
め
策
定
さ
れ
た
「
長
野
県
緊
急
経
済
活
性
化
対
策
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
84

億
7
7
3
3
万
2
0
0
0
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
知
事
提
出
議
案
、
議
員

提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9月3～5日、伊那合同庁舎、長野県庁で今年度の『信
州型事業仕分け』が行われました。今後の運営を巡って
複数の議員から質問が集中しました。

９月
定例会

９月12～13日

７月12～13日
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新
し
い
公
共
支
援
・
推
　

　【小
島
議
員
】今
回
の
補
正
予

算
に
４
０
０
０
万
円
ほ
ど
計

上
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い
公

共
支
援
・
推
進
事
業
」
の
目

指
す
も
の
は
何
か
？
今
ま
で

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
を
支
援
す

る
事
業
と
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
か
？

【
企
画
部
長
】従
来
は
主
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
に
施
策
を

行
っ
て
き
た
が
、
公
益
法
人

や
地
縁
組
織
な
ど
幅
広
い
団

体
を
対
象
に
、
２
年
度
に
わ

た
っ
て
総
合
的
・
集
中
的
に

支
援
す
る
。

　
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
　

【
小
島
議
員
】使
い
勝
手
も
よ

く
、
要
望
も
多
い
。
新
年
度

に
お
い
て
も
、
年
度
途
中
の

募
集
な
ど
弾
力
的
な
運
用
も

含
め
、
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き

と
考
え
る
が
？

【
総
務
部
長
】高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
充
実
に
も
努
め

て
き
た
。
新
年
度
予
算
に
向

け
て
、
市
町
村
や
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
、
所
要
額
の
確

保
に
努
め
た
い
。

　
信
州
型
事
業
仕
分
け

【
小
島
議
員
】約
50
事
業
の
仕

分
け
対
象
事
業
へ
の
対
応
を

含
め
た
、
全
体
の
事
業
コ
ス

ト
は
ど
の
く
ら
い
か
？

【
総
務
部
長
】事
業
費
で
５
３

０
万
円
、
担
当
職
員
等
の
人

件
費
が
約
８
０
０
０
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。

【
小
島
議
員
】理
事
者
や
職
員
、

そ
し
て
、
議
員
が
「
事
業
仕

分
け
」
の
成
果
や
経
験
を
活

か
し
て
、
県
民
目
線
や
外
部

の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
て
い

け
ば
、
今
後
は
「
仕
分
け
」

の
手
法
を
用
い
な
く
て
も
よ

い
と
考
え
る
が
？

【
阿
部
知
事
】仕
分
け
結
果
や

仕
分
け
に
お
け
る
意
見
等
を

予
算
編
成
や
事
務
事
業
の
見

直
し
に
活
か
し
、
今
後
の
行

政
運
営
や
職
員
の
意
識
改
革

に
も
役
立
て
る
。
「
公
開
性

の
確
保
」
や
「
外
部
の
視

点
」
と
い
う
考
え
方
を
重
視

し
つ
つ
、
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
。

【
小
島
議
員
】自
分
が
つ
く
っ

た
予
算
に
基
づ
く
事
業
を
、

外
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
、

そ
れ
に
予
算
を
費
や
し
た
い

と
い
う
こ
と
は
、
か
え
っ
て

県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

新
し
い
こ
と
（
仕
分
け
）
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
こ
れ
で
「
卒
業
」
す

る
よ
う
強
く
求
め
た
い
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と

　
新
た
な
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

【
小
島
議
員
】今
回
、
１
４
０

０
万
円
ほ
ど
予
算
を
計
上
し
、

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
踏
み

切
る
の
は
ど
の
よ
う
な
判
断

か
ら
か
？
ま
た
、
こ
れ
か
ら

着
手
し
て
、
い
つ
ま
で
に
ビ

ジ
ョ
ン
が
ま
と
ま
る
の
か
？

【
企
画
部
長
】現
在
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
10
年
以
上
前
に
策
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
リ
ニ
ア
開

業
な
ど
の
新
時
代
に
向
け
て

新
た
な
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
た
い
。
中
南
信
の
交
通

体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

先
行
し
て
検
討
し
、
全
体
は

24
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
た

い
。

【
小
島
議
員
】新
し
い
中
期
総

合
計
画
（
５
カ
年
計
画
）
と

今
回
提
案
の
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

は
同
時
進
行
と
な
る
。
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
指
す
も
の

は
何
か
、
中
期
総
合
計
画
と

の
整
合
性
は
？

【
阿
部
知
事
】交
通
ビ
ジ
ョ
ン

は
15
年
程
度
の
中
長
期
的
な

構
想
と
し
、
そ
の
当
初
の
５

カ
年
と
新
た
な
総
合
計
画
と

の
整
合
性
を
は
か
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

【
小
島
議
員
】新
た
な
交
通
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
、
県
民
生
活
の
向

上
を
図
る
視
点
で
、
交
通
網

の
あ
り
方
や
空
港
の
活
用
な

ど
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
で

は
？

【
阿
部
知
事
】ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
地
域
の
交
通
を
維
持

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

市
町
村
や
地
域
住
民
の
考
え

を
聞
き
、
幅
広
く
検
討
し
た

い
。

　
リ
ニ
ア
整
備
へ
の
知
事

【
小
島
議
員
】飯
田
市
で
は
十

数
年
前
か
ら
Ｂ
ル
ー
ト
を
前

提
と
し
て
現
駅
併
設
を
念
頭

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
の
で
今
回
の
結
果
は
残
念

で
あ
る
。
地
元
同
盟
会
と
Ｊ

Ｒ
東
海
と
の
６
項
目
の
確
認

事
項
は
、
郊
外
型
の
駅
に
向

か
う
、
ま
さ
に
生
命
線
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
を
踏
ま
え
、
今
後
本
格

化
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

整
備
に
対
す
る
知
事
の
基
本

的
ス
タ
ン
ス
は
？

【
阿
部
知
事
】飯
田
下
伊
那
に

お
い
て
、
リ
ニ
ア
開
業
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

６
項
目
の
確
認
事
項
は
思
い

を
共
有
し
、
リ
ニ
ア
開
業
が

中
南
信
の
発
展
の
起
爆
剤
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
。
中
間

駅
活
用
の
た
め
、
県
内
各
地

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る

よ
う
交
通
体
系
の
構
築
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
一

緒
に
取
り
組
み
た
い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
誘

致
業
種
の
絞
り
込
み
を
行
う

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

   

観
光
部
関
係
で
は
、
県
外

か
ら
の
学
習
旅
行
の
訪
問
学

校
数
及
び
児
童
生
徒
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り

組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。
海

外
か
ら
の
誘
客
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
本

県
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ

う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
　

　
な
お
、
議
会
閉
会
中
は
、

飯
田
下
伊
那
や
木
曽
地
域
、

東
北
信
地
域
、
名
古
屋
事
務

所
と
大
阪
事
務
所
の
現
地
調

査
も
行
い
ま
し
た
。

　
私
が
委
員
長
を
務
め
る

「
環
境
商
工
観
光
委
員

会
」
は
、
対
象
範
囲
が
４

部
局
と
広
い
た
め
、
す
べ

て
の
委
員
が
十
分
質
疑
が

で
き
る
よ
う
、
心
を
砕
い

て
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
部
関
係
で
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
議
論
が
さ
れ
、
各

地
域
に
お
け
る
太
陽
光
な

ど
の
現
状
を
把
握
し
、
目

標
の
達
成
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
を
構
築
す
る
こ

と
な
ど
求
め
ま
し
た
。  

　
商
工
労
働
部
関
係
で
は
、

緊
急
経
済
活
性
化
対
策
に

つ
い
て
議
論
が
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
支
援
策
を
講
じ
、

力
強
く
後
押
し
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

視察先で挨拶メガソーラー（川路）を見学

委
員
会
活
動
か
ら

委
員
会
活
動
か
ら

名古屋駅前のアンテナショップにて仮保管も限界の焼却灰

　県
政
報
告
第
18
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
６
月
議
会
と
９
月
議
会
の
間
に
リ

ニ
ア
の
話
が
進
み
ま
し
た
。
地
域
と
長
野
県
の
将
来
に
関
わ
る
課
題
が
十
分

議
会
で
論
じ
る
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

活
発
な
議
員
間
討
論
と
い
う
立
場
を
踏
ま
え
て
、
あ
え
て
今
回
リ
ニ
ア
の
課

題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
地
元
か
ら
大
勢
の
皆
様
に
傍
聴
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
勇
気
百
倍
で
質
問
し
ま
し
た
。

9月県議会

一般質
問

今
回
は
最
終
バ
ッ
タ
ー
で

　
　リ
ニ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
な
ど
質
す

今
回
は
最
終
バ
ッ
タ
ー
で

　
　リ
ニ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
な
ど
質
す

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

と
ま
ち
づ
く
り

新
し
い
公
共
支
援
・

推
進
事
業

新
し
い
公
共
支
援
・

推
進
事
業

新
し
い
公
共
支
援
・

推
進
事
業

新
し
い
公
共
支
援
・

推
進
事
業

元
気
づ
く
り
支
援
金

の
拡
充

元
気
づ
く
り
支
援
金

の
拡
充

元
気
づ
く
り
支
援
金

の
拡
充

元
気
づ
く
り
支
援
金

の
拡
充

信
州
型
事
業
仕
分
け

信
州
型
事
業
仕
分
け

信
州
型
事
業
仕
分
け

信
州
型
事
業
仕
分
け

新
た
な
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

新
た
な
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

新
た
な
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

新
た
な
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

リ
ニ
ア
整
備
へ
の

知
事
の
基
本
姿
勢

リ
ニ
ア
整
備
へ
の

知
事
の
基
本
姿
勢

リ
ニ
ア
整
備
へ
の

知
事
の
基
本
姿
勢

リ
ニ
ア
整
備
へ
の

知
事
の
基
本
姿
勢

　
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

建
設
促
進
議
員
連
盟
」
で
は
、

10
月
６
日
勉
強
会
を
行
い
、

下
伊
那
郡
泰
阜
村
に
生
ま
れ
、

昭
和
15
年
に
一
家
７
人
で
旧

満
州
国
へ
渡
り
、
昭
和
21
年

に
日
本
人
孤
児
４
０
０
名
を

引
率
し
て
日
本
へ
引
き
揚
げ

た
、
中
島
多
鶴
さ
ん
（
86

歳
）
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
の
敗
戦
を
知
ら

な
い
ま
ま
の
約
１
ヶ
月
の
逃

避
生
活
は
、
子
ど
も
も
関
係

な
く
無
差
別
に
銃
撃
さ
れ
た

様
子
、
数
多
く
の
子
ど
も
が

川
に
流
さ
れ
て
来
た
様
子
な

ど
生
々
し
い
も
の
で
し
た
。

　
二
度
と
不
幸
な
現
実
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
是
非

と
も
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

の
建
設
を
と
せ
つ
せ
つ
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

こ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

通算１８回目の一般質問

満
蒙
開
拓
の
歴
史
に
学
ぶ

１時間起立のままで話す中島さん


